
































ない.こ のため一時は,企 画自体がおクラ入 りになりか
けたが,幸 いNECか らのレンタルが決 り.あや うく退
勢を挽回することができた.
中継オペ レーションで最大の難関は地球局資材の輸送
であった.ヘ リコプター輸送は1回 当 り2トン以内,キ
ャビン内に収納できるもの という制約で,技 術的問題の
解決を迫られた.これは技術陣の苦心の結果,直 経10メ













中に武人らしさを感 じた.そ して,彼は言葉どお りや り
とげてくれた.
ソフト面の問題 も多かった.NHK内 部ですら 「氷原
に電柱一本たてたって,い ったいどんな番組ができるの
















と考えられる.日本は南極に領土権を主張して い な い
し,他国の領土権主張も否認している.従 って地球局の















ど状態が良いので,声 にはやや焦 りの様子が うか が え
た.「 この分では放送延期もやむなしか」 と不吉な思い

























































中の前,五 十嵐,重 松の3隊 員と交替する為.冬 明けま




極 地 研 ニ ュ ー ス30
向 う頃,南 極は秋から冬へと向って駆け足を始める.こ




































キュー訓練,幕 営訓練,ハ ンドベア リングコンパスを使
用してのルート工作訓練,雪 洞訓練,ア イゼンワーク訓
練,ス キー訓練等の多彩な項 目であったが,経 験者も未
経験者も一丸となり各課題に真剣に取 り組んでいた.
幸い天候も訓練項 目に合わせたかのように,晴 れ た









神 田 啓 史



























































極 地 研 ニ ュ ー ス30
あ り,乗 り心地はよい,他 に数百 トンの随伴船イエルチ
ョを従えている.乗員の構成は研究者13名(陸上植物班
4,潮間帯生物班5,通 信班3,地 震1),南 極研究所










虫,ダ ニ類の採集,土壌微生物の採集,さ らに ペ ン ギ























ることはまた とない機会でもあった.1昨 年,昭 和基地
周辺を訪れ,今 回,両 地域の比較 とい う観点で調査がす
すめられたのも多いに意義があった.
南極を後にして,パ タゴニアの最南端の島.ナ バ リー


































予定どお り24日午後着 くことができた.空 港には米国科
学財団(NSF)代 表のシーリッヒと=ユージランド南
極局(DSIR)の ゴーマソが迎えに来てお り,彼等の
案内でクライス トチャーチ最高級のホテル 「ホワイ トへ
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ロ ン」 に泊 る こ とが で きた.こ の 時期 の ニ ュー ジ ー ラ ン
ドは藤 の 花 や パ ンジ ー が咲 き乱 れ る 美 しい 春で あ る.25
日.26日はNSFやDSIRな どにあ い さつ に 行 っ た
り,マ ク マ ー ド行 き の 荷物 の準 備 を し た りして 過 し.27
日午後 に マ ク マ ー ドに 向 け てC-130輸送 機 で 飛 び 発 っ
た.今 年 の マ クマ ー ド基 地 は 水 道 管 の 凍 結 の た め 水 不 足
で シ ャワ ー は週 一 度 のみ,名 物 の サ ウ ナ風 呂 も使 用 禁11二
だ っ た.越 冬 中焼 失 し た教 会 の 跡 には,す で に カマ ボ コ
型 の宿 舎 が 作 られ,科 学 者 や 設 営 を担 当 す る人 々 の 宿 舎
とな り,毎 週 日曜 日 ス ノ ー チ ャペ ル で 行 わ れ て い た ミサ
は,教 会 に代 ってNSFの 事 務 所 シ ャ レー が あ て られ て
い た,
隅 石 探 査 の 第 一 陣 は 筆 者 とア ネ クス ター ドに よ って 行
わ れ た.昨 年DVDPセ ミナ ー で 日本 に来 た カ イ ル とそ
の仲 間3名 が ア ラ ン ヒル か ら北 方 へ地 質 調 査 に ス ノー モ
ビル で 行 く とい う.そ こで我 々 も これ に つ い て 行 き途 中
の裸 氷 帯 で 阻 石 集 積 地帯 の 調 査 を し よ う とい う の で あ
る,出 発 を11月2日 に 決 め て は み た が,マ クマ ー ド基 地
は風 邪 が 大 はや りで,カ イ ル の メ ンバ ー の一 女性 が熱 を
出 して寝 込 ん だ と思 った ら,ア ネ クス タ ー ドもや られ 動
け な くな っ た.さ ら に この 時期 の マ ク マ ー ドは 連 日悪 天
候 で,結 局 出発 で き たの は11月14日だ っ た.こ の 間 一 部
の物 資 を ス ノー モ ビルで80㎞離 れ た マ ー ブル ポ イ ン トま
で海 氷路 運 んだ り,ク レパ ス地 帯 の 歩 行 訓 練 や ス ノ ーモ
ビル で の 走 行 訓練 な どが 行 わ れ た,天 候 の 晴 間 を み て,
ヘ リコ プ タ ーで ア ラ ン ヒル 近 くの キ ャ ラペ イ ス ・ヌナ タ
ー ク(海 抜 約2000m)に行 った が ,連 日 一3⑪～-36℃,
風 が10～15m吹き ス ノ ーモ ビル に よ る広範 囲 な 損 石探 査
は困 難 で あ った,一.・応 バ ッ ツル マ ン ト・ヌナ ター ク近 く
まで 行 った が,残 され た 今 後 の 計 画 や.11月 の 自然条 件
・.譜頼 「べを





















行われた.こ こでは新たに206個の阻石が発 見 され た
が,全 体に小さく昨年の拾い残 しや,積雪地域の移動に
よって新たに顔を出した明石が多かったものと考えられ
た.こ の206個の限石の中には,西 尾,ア ネクスター ド






個 ・エイコンドライ ト4個 ・炭素質阻石2個 ・残 りの
393個は普通の石質阻石であった.
今年の領有探査ではU本 製スノーモビルの優秀性が実
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また,白 石は ドライバ レーを中心 とした地域の地質調査
を行い,多数の岩石資料を集めた.筆 者は古地磁気学用

































今回のシンポジウムでは,昨 年同様ロケ ッ ト,大 気
球,人 工衛星,地 上多点,共 役点観測等,南 極における
IMS観測により得られた成果について論文が発表され
た の と同時 に.新 た にIMS期 間 中 に昭 和 基 地 にお い て
打 ち 上 げ られ た ロケ ッ ト実 験 に よ る成 果を,有 機 的 か つ
総 合 的 に理 解 す る た め に,代 表 的 な4機 の ロケ ッ トを選
び出 し.搭 載 され た プラ ズ マ粒 子,プ ラ ズ マ波 動,地 磁
気 等 す べ て の 機 器 に つ い て の結 果 を 発 表す る こ と に よ
り,地 上の デ ー タ との 比 較 ・搭 載 計 器 相 互 間 の 比 較 や 討
論 を行 うイベ ン トセ ッシ ョンが 行 わ れ た.ま た.将 来 計
画の セ ッシ ョンで は,昭 和57年か ら行 わ れ るMAP(中
層 大 気 国際 協 同観 測)計 画 期 間 中 の 南 極 昭 和 基 地 に お け
る観 測 のあ り方,国 際 協 同 観 測 の 提 案,デ ー タ収 録 ・処
理 シ ス テ ム等 につ い ての 討 論 が 行 わ れ た.
大 変 ハ ー ドな プ ロ グ ラ ムで あ った が,終 始 多 数 の参 加
者 と熱 心 な討 論 が 行 われ た.ま た.2日 目の2月15日 に
は,所 内 の デ ー タ解 析 シ ス テ ム(計 算 機 に よるオ ー ロ ラ
画像 解 析 装 置 とス ペ ク トル 解 析 装 置)の 見学 会 が 開か れ
た.
プ ロ グ ラ ム
1入 射粒 子 とオ ・一口ラ
L　Field-aligned加速 の 観 測 と理 論(ReView)
三 浦 彰(東 大 ・理)
2,　GMSに よ るEnergetic　particleの観 測
長 井 嗣 信(地 磁 気 観 測 所)河 野 毅(気 象 研 究 所)
桑 島 正幸,河 村 譜(地 磁 気 観 測 所)
3.>40kev電子 フ ラ ックス とオ ー ロ ラ　actvity
小 玉 正弘 ほか(理 化 研)
4,>40kev電子 の ピ ッチ角 分 布 とオ ー ロ ラactlVlty
奥谷 晶 子 ほか(理 化 研)
5.地 磁 気 あ らし と太 陽面 現 象
丸橋 克 英,石 井 隆広 雄(電 波 研)
‖ 電 波 と電 流 系
6　.　Electric　F eld　Coup!ing　inthe　Ionosphere-magne・
tosphere　System　　 　 　 　 　 前 田 坦(京 大 ・理)
7.　Field-aligned　current　の 季 節 変 化
藤 井 良 一(極 地 研)飯 島 健(東 大 ・理)
8.　Auroral　Electrojet　と降下 粒 子 分布 の関 係に つ い て
の コ メン ト 上 出 洋 介(京 都 産 大)
9,惑 星 間磁 場 のSudden　southward・tnrningによる地
上 磁 場 変 動 笹村 義 孝(京 都 産 大)
10.静穏 時 の 極 球 電 場
－S-210JA-29とB-5JA-20に よ る観 測
結 果一
小川 俊 雄(京 大 ・理)岩 上 道 幹(東 大 ・理)鮎 川
勝(極 地 研)
11.ロケ ッ トに よ る磁 場 観 測
遠 山 文 雄,青 山 厳,小 松 誠一(東 海 大 ・工)
12.南極 ロ ケ ッ トの 飛 翔 姿 勢
青 山 厳,遠 山 文 雄(東 海 大 ・工)
7
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13.地球磁 気 圏 の電 磁 気 的 モ デ ル
井 上 雄 二(京 都産 大)
田 磁 気 圏 内 の 波 動粒 子 相 互作 用
14.　EXOS-B波 動 粒 子 観 測(Review)
大 家 寛(東 北 大 ・理)
15,　EXOS-A衛 星 で観 測 され たVLFエ ミ ッシ ョン
柴 田 喬,芳 野 愚 夫(電 通 大)中 村 良治,伊 藤 富
造(東 大 ・宇 宙 研)
16.南極 圏 に お け る超 高 層 人 工 衛 星 観 測
芳 野 赴夫(電 通 大)福 西浩,佐 藤 夏 雄(極 地 研)
尾 崎 孝之,岩 瀬 政 之(電 通 大)
17.ロケ ッ ト搭 ・載大 出力 電 子 銃 装 置 を 用 い たactive
　 experiment
佐 々木 進,金 子 修,矢 守 章,八 木 康 之,河
島 信 樹,大 林 辰 蔵(東 大 ・宇 宙 研)
18.昭和 ・み ず ほ 基 地 に お け る ヒス ・ス ペ ク トラ ム の比
較 巻 田和 男(東 大 ・理)
1g,　ELF-VLF　放 射 の 共 役 性
佐 藤 夏 雄,鮎 川 勝,福 西 浩(極 地 研)
20.南極 に お け るD層 電 子 密 度 及 び 衝 突 周波 数 の 測 定
長 野 勇,満 保 正 喜(金 沢大 ・工)木 村 盤 根(京
大 ・工)
N磁 気 圏 内 のULF波 動
2L磁 気 圏 内 のULF波 動(Leview)
林 幹 治(東 大 ・理)
22.第17次観 測 隊 の 昭 和 ・み ず ほ 基 地 のPc1観 測
野 崎 憲 朗(電 波 研)
23.　Comparative　study　of　magnetic　p .type　ulsatiens
　 at　low.and　high-latitudes(1)・pcl　pulsations・
桑 島正 幸,戸 谷 健,河 村 譜(地 磁 気 観 測 所)
24.　Compative　study　of　magnetic　p .type　ulsations
　 at　low.and　high-latitudes(11)-pc　3　pulsations・
河 村 譜,佐 野幸 三,桑 島正 幸(地 磁 気 観 測 所)
25.　A　model　of　magnetic　pi2　pulsations　ba ed　on
　 a　ULF　observation　from　high　and　middle　latitudes
桑 島正 幸(地 磁 気 観 測 所)
26.昭和 基 地 に お け る　Pc5の 周 期 変化 につ い て
斉藤 尚 生,湯 元 清 文,田 村 忠 義(東 北 大 ・理)
27.昭和 基 地 一 ア イ ス ラ ン ドで の地 磁 気 派 動 の 共 役性
福 西 浩,岩 渕 美代 子,佐 藤 夏雄(極 地研)
28.低緯 度地 磁 気 脈動 と電 離 層
坂 翁 介,飯 島 哲 二,糸 長 雅 弘,石 津 美津 菌も 北
村 泰.・一 (九大 ・理)
Vイ ベ ン トセ ッシ ョン
(1)S-210JA20,21号機 実 験
29.概 括 福 西 浩(極 地 研)
30.VLF自 然 電 波 測 定 器(PWL)
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松尾敏郎,木 村磐格(京 大 ・工)鎌 田哲夫(名大
・空電研)
3L.　HF帯 プラズマ波測定器(PWH)
大家 寛,宮 岡 宏(東 北大 ・理)宮武貞夫(電
通大)
32.電子密度温度測定器(NEL-TEL)
宮崎 茂,森 弘隆,小 川忠彦(電 波研)
33.rv'r・測定器(HSH)
和田雅美,今 井 喬,小 玉正弘(理 化研)
34.地磁気姿勢計(GA)
青山 厳,遠 山文雄(東 海大)
35.まとめ 福西 浩(極 地研)
〔2)S-310-JA1,2号機実験
36.概 括 木村盤根(京 大 ・工)
37.VLF自然電波測定器(PWL,　PWL-PFX)
松尾敏郎,木 村磐根(京 大 ・工)鎌 田哲夫(名 大
・空電研)鶴 田浩一郎(東 大 ・宇宙研)林 幹治
(東大 ・理)
38.HF帯プラズマ波測定器(PWH)
大家 寛,宮 岡 宏(東 北大 ・理)宮 武貞夫(電
通大)
39.電子密度温度測定器(NE-TEL)
宮崎 茂,森 弘隆,小 川忠彦(電 波研)
40,電子温度測定器(TEL)




久保治也,伊 藤富造(東 大 ・宇宙研)
43.粒子測定器(ESM)
松本治弥,賀 谷信幸(神 大 ・工)
44.地磁気姿勢計(GA)
青山 厳,遠 山文雄(東 海大 ・工)





渡辺 隆(筑 波大 ・物)岩 上irf幹,小川利紘(東
大 ・理)中 村正年(筑波大 ・物)
48.極域電.雑題,窒 素族微量成文の観測
一降下粒子の影響一
岩上直幹,小 川和絃(東 大 ・理)近 藤 豊(名 大
・空電研)
49.S-210-JA29他による電離層プラズマの観測結




高橋忠利,大 家 寛(東 北大 ・理)
5L太 陽硬X線 の地球大気による拡散
小倉紘一(日 大 ・生産工)小 玉正弘(理 化研)
52.大規模TIDの 水平伝播速度の拡散について



















現状と展望 鶴田浩一郎(東 大 ・宇宙研)
61.北極圏における日 ・ス国際共同バルーン・ロケット
観測計画
鎌田哲夫,石 川晴治(名 大 ・空電研)小 玉 正 弘
(理化研)伊 藤富蔵(東 大 ・宇 宙 研)福 西 浩
(極地研)
62.　Magsatにおける磁場計測















阻石の採集とその後の処理,分 類 と岩石学鉱物学,宇 宙
9
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化 学,物 性 な ど,大 きな 問 題 か ら細 か な 問題 ま で 多 岐 に
わ た った.今 回 は 初 め て海 外 の 研 究 者 と し て,　NASA
のDr.　Gibson,メリー ラ ン ド大 の　Dr.　Ponnampeiuma
を迎 え た.　Gibson氏紹 介のNASA　 の 大掛 か りな 処 理
施 設は,参 加 者 の 度 肝 を 抜 い た.
総 合 討 論 で は,ま ず,各 分 野 か ら コ メ ン トが 寄 せ られ
た.分 類 作 業 を強 力 に推 進 す る こ と,そ の た め の組 織づ
く り,配 分 方 法 が や は り陽 石 研 究 者 の 関心 事 で あ る.昨
年 も同 じ こ とが 問 題 とな った が,今 年 は実 際 に 分 類 した
結 果 生 じた 問 題 が 明 確 に な り,よ り具体 的 な対 策 が 求 め
られ た.集 積 機 構 に 関 して,氷 河研 究 者 の参 加 が1名 に
と ど ま った の は 寂 しい とい う声 も きか れ た.ま た,隅 石
自身 の 問 題 の み な ら ず,周 囲 の 大陸 氷 の化 学 や,風 化 作
用 な ど,南 極 とい う特 殊 な条 件 下 に存 在 す る明 石 に まつ
わ る研 究 の推 進 が強 調 され た.
プ ロ グ ラ ム
1.1978～1979年度 西南 極 除 石探 査 報 告




　 　 　 (NASA)
3.カ タ ロ グ作 成 の た め の や ま と一74,75阻石 の 再検 討
武 田 弘(東 大 ・理)矢 内 桂 三(極 地 研)池 田幸
雄(茨 城 大 ・理)　M　B.　Duke　(NASA)宮 本 正
道(神 大 ・理)
4.南 極 産 や ま と阻 石 の 分類(D
松 枝大 治,加 納 博(秋 田大 ・鉱)矢 内桂 三(極
地 研)
5.2,3の や ま と隅 石(コ ン ドラ イ ト)の 分 類 と記 載
岩 石岩
木 村 真(北 大 ・理)八 木 健 三(北 星 学 園 大)
大 沼 晃助(北 大 ・理)
6.南 極 産 の ユ ニ ー クな エ コ ン ドラ イ トにつ い て
武 田 弘(東 大 ・理)石 井 輝 秋(東 大 ・海 洋 研)
矢 内桂 三(極 地 研)
7.ミ 平 衡ミ コ ン ドラ イ ト,Yamato74190.74354,
74362,74115,74646の岩 石学 的 研究
永原 裕 子(東 大 ・理)
8.=平 衡 ミ コ ン ドライ トの岩 石学 的 研 究
一 そ の非 平 衡現 象 につ い て 一
永原 裕 子(東 大 ・理)
9.や ま と74442隅石 の岩 石学 的 研 究
池 田 幸 雄(茨 城 大 ・理)武 田 弘(東 大 ・理)
le.　や ま と一75小限 石 及 び や ま と一74小 コン ドラ イ トの
鉱 物 学
宮 本 正 道(神 大 ・理)武 田 弘(東 大 ・理)矢 内
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桂 三(極 地 研)松 本 径 夫(長 崎 大 ・教 養)
11,や ま と陽 石(Yamato7308)の斜 長 石
諏 訪 兼位(名 大 ・理)八 木 健 三(北 星 学 園 大)
12.ヤマ トコン ド ライ ト(74354)の融解 実 験
久城 育 夫.永 原 裕 子(東 大 ・理)B.　O.　Mysen
(カー ネ ギ ー研)
13.やま と阻 石 中 の 希土 類 元 素




K.　Gibson,　Jr　(NASA)矢 内桂 三(極 地 研)
15.コン ドル ー ル とマ トリ ッ クスの 化 学 組 成
小 沼 直 樹,西 田憲 正,大 塚 芳 郎(筑 波 大)
16.南極 限 イiの希 ガ ス 同位 体 研 究
高 岡宜 雄,長 尾 敬 介(阪 大 ・理)
17.　Yamato隅石及 びAl|ende隙石中 のMg同 位 体比
測 定 西村 宏,岡 野 純(阪 大 ・理)
18.　Sm.Nd　and　Rb-Sr　isotopic　systematicsof　Yamato
　 meteorites
中 村 昇,増 田彰 正(神 大 ・理)立 本 光 信(米 国
地 質 調査 所)
19.南極 阻 石 中 の宇 宙 線 生 成 放射 性 核 種 と　Radiation
　 History
今 村 峯 雄(東 大 ・核 研)本 田雅 健(東 大 ・物 性 研)
西 泉 邦彦,　J.　R.　Arnold　(カリフ ォル ニ ア大)
20.　Metal]ographic　roperties　of　Antarctic　Iron　me.
　 teerites
R,　M,　Fisher　(スチー ル 研),永 田 武(極 地 研)
21.　Yamato隅石 の 熱的 性 質
松 井 孝 典,大 迫 正 弘(東 大 ・理)
22.南極 産Achondriteの磁 気 的性 質
船 木 実,永 田 武(極 地 研)
23.石質 陽 石 のFusion　Crust残留磁 気
永 田 武(極 地 研)
24.石質 隅 石 の 磁 気 的 分 類(N)
永 田 武(極 地 研)
25.領有 残 留 磁 気 と原 始 太 陽 系 磁場
永 田 武(極 地 研)
26.総合 討 論 座 長 永 田 武(極 地 研)
ユ、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、τ
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コ 、、口 、、亡コ、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、口 、、覧
レ来 訪 者 く
3月22日 ハ イ タ ック ユ ーザ ー研 究 会 約100名
2月27日～3月1目 　 Dr・　Ungstrup,　E.　(オン グス トラ
ップ博 士)デ ン マ ー ク宇 宙 空 間 研 究 所
3月5日 ～5月9日 　 Dr.　Gokhberg,　M. (ゴッ クベ ル
グ博 士)ソ 連 科 学 ア カデ ミー地 球 物 理 研 究
所
3月8日 ～9日 　 Dr・　Orr,　D.　(オール 博 士)ヨ ー ク大
学 物 理 学 部 門
3月10日　 Dr・　Hughes,　W.　J.　(ヒュ ース 博 士)ボ ス ト
ン大 学 天 文 学 部 門
3月16日　 Dr・　Davis.　T・N.　(デェ ィ ビス博 士)ア ラス
カ大 学 地 球 物 理 学 部 門
〃Dr.01son,J.V.(オ ール ソ ン博 士)カ ナ ダ
ァ ルパ 一 夕大 学 地 球 惑 星 物 理 研 究 所
3月17日　 Pro・　Parks,　G・　K・　 (パー クス 博 士)ワ シ ン
トン大 学 地 球 物 理 学 部 門
〃　 Dr.　Fraser,　B.」.　(フレ ーザ ー博 士)オ ー ス
トラ リア ニ ュー カ ッス ル 大 学物 理学 部 門
〃　 Pro.　Tschu　Kang-Kun　(朱嵐 毘)北 京 科学
院 地 理 物 理 研 究 所
〃　 Mr.ShinMei・Kwang　(史美 光)同 上
〃　 Mr.　An　Zhen・Chang　(安振 昌)同 上
〃　 Dr.　Anger,　C.　D.　(アン ガ ー博 士)カ ナ ダ
カル ガ リー大 学物 理学 部 門
3月19日～20日　 Dr・　Gendrin,R・　(ジャ ン ドラ ン博 士)
フ ラ ンス 国 立 中 央電 気 通 信 所地 球 惑星 大 気 研
究 部 門
3月19日～31日　 Dr・　Troitskaya,　V.　A.　(トロイ ツ カ
ヤ 博 士)ソ 連 科学 ア カ デ ミー地 球 物 理 研 究 所
3月22日～23日　 Dr・　Ver6.　J・(ベロー博 士)ハ ン ガ リ
ー科学 ア カデ ミー地 質 ・地 球物 理 研 究 所
〃　 〃　 Dr　Sutcliffe.　P.R(サ トク紗 フ博
士)南 ア 八 一 マ ナ ス地 磁 気 観 測 所 一
3fi23日　 Pro.　Cole,　K.　D.　(コー ル博 士)オ ース トラ




















スを4回,中 程度を2回記録した.2月2日 から5日 ま
でかすみ岩の地質調査を実施した.17日より鉱物資源調
査を中心にオングル島及び周辺の地質精査を始めた,
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Statiens)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(。C)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(。C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　　 　 　　 　　 　　 sea　leve1)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)
(mb)
平 均 相対 湿 度(Mean　relative
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風速 ・10分間平 均(Max　 wind
　 　 　 　 speed.　10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最大 風 速(Gust)　(m/s)
平均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)













































i雪 震 は悪魔があ とから追いかけて くるものと思うのか,弍 ミ
il　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この音が起ると,恐ろしがりとびだすのである(世界最j
l.悪 の旅).」・の種の雪震曙 面下聞 華再酬 ・よ・て}
1形 成された.し もざらめ雪がガサガサに重なっていて,ミ
1'積 雪層のあいだに間隙ができているとき,上の積雪層が{
1一 鶏潔㌶㌫1ご讐賢濃墨躍ミ 　 ニ
{7気 温の降下に応 じて雪面が冷やされて起る積雪層の熱奴 ミ
地 が位 置 す る南 極 氷 床 上 の 高Pt2,eoem付近 で は.一 年
中 ヵ タバ 風 が 吹 いて い る.雪 面 は風 に よ って硬 化 しテ ラ{{
、1テ ラ に磨 か れ た雪 原 が 存 在 す る.雪 面 に は み み ず ば れ の
,み ず瞳 地で酬 さ批 雪震 の記録 よ うな クラ 。クが 縦 横 に 走 。て い て,サ ー?ル ク ラ 。ク1
≡ 雪震(、。。。,。、k,)と賭 齢 。.,,9/、m・以下蝋 と呼ばれ・・る,みず・醜 周辺・硬化・た鱈 層、気
1質(雪)が 纐 す現 象・あ・,・・・… 碇 義・ 温が下がるととも・雪温も下甑 鱈 層・収縮す・・1
ξ て お こ う.こ の ため 積 雪 層 に熱 応 力 が 発生 し,こ の 熱 応 力 が積 雪 の
≡ 繭 大輪 床の敷 地に足を踏みいれた鰍 隙 譲 引張纐 搬 纏 えるとき、.雪震の起。ている。とが融
《'
ミ然激しい轟音と地震のような揺れを感 じるのをたびたび 測結果から明らかになってきた.積雪層がある体積にわ
1鰍 している.輔 徽 記を読むと嚇 、.雲霞の謎 を た。て醒 するために雪面にはサ.マ 、レクラ。クという 》
1発 見する。とができる,「今年は じめて表駒 雪が髄 割浦 幌 生し,・の餉 雲霞が起る氷床麺 に織 的
≡ たてて沈下するのに出あったが,今 日のはとくに大 きか な雪面状況を示してお り積雪層が形成される過程を反映1
く 三
}っ た.昼 食 の と き の は 二 度 と も 数 秒 も つ づ い た.犬 ど も し て い る と 考 え ら れ て い る.を
ξ`
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